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遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
は
、
官
営
八

幡
製
鐵
所
の
施
設
と
し
て
、
明
治
43
（
１

９
１
０
）
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
製
鐵
所
の
鉄
鋼
業
は
国
が
進
め

る
近
代
化
の
柱
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
鉄

鋼
の
生
産
量
を
２
倍
に
す
る
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
水
」。
そ
の
水
を
遠
賀
川
か
ら
製
鐵
所
ま

で
供
給
し
続
け
て
い
る
の
が
、
こ
の
施
設

で
す
。

１
０
０
年
以
上
稼
働
す
る
ポ
ン
プ
室

【
中
間
市
】
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

●
と
こ
ろ　

中
間
市
土
手
ノ
内

鉄
鋼
業
に
欠
か
せ
な
い

「
水
」
を
送
る
ポ
ン
プ
室

23施設で１つの世界遺産
　極めて短期間のうちに急速な
近代化を遂げた日本。その近代
化の過程を示す重要な産業遺産
群として、長崎県の端島炭坑（軍
艦島）や山口県の松下村塾など、
８県に点在する23施設が「明
治日本の産業革命遺産　製鉄・
製鋼、造船、石炭産業」として、
世界遺産に登録されました。

稼働施設の登録は日本初
　中間市の遠賀川水源地ポンプ
室は、その23の施設に含まれ
ています。現在も稼働している
施設が世界遺産に登録されるの
は、日本では初めてのことです。

明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業

　

今
月
の
特
集
記
事
で
は
、
遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
の
文
化
遺

産
を
紹
介
。
こ
の
地
域
が
日
本
の
近
代
化
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
き
た
の
か
を
伝
え
ま
す
。

　

黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も
い
わ
れ
た
石
炭
。
か
つ
て
筑
豊
地
方
か
ら

遠
賀
・
中
間
地
域
に
か
け
て
は
、
石
炭
の
一
大
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
」「
遠
賀
川
と
堀
川
の
水
運
の
盛

衰
」「
鉄
道
の
発
達
」
と
い
う
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
起
き
た

出
来
事
を
、
そ
の
「
石
炭
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
び
付
け
、

５
つ
の
物
語
に
し
ま
し
た
。

世界遺産に登録
平成27年７月５日

上）新日鐵住金㈱八幡製鐵所まで、毎日12万トン
の水を送っている鉄管道路。

下）ヘイソーン・デビー社製の蒸気エンジンポン
プ。ポンプの高さは地上５m、地下２mにも
なります。

左）世界文化遺産に登録された構成資産の１つ、
遠賀川水源地ポンプ室（写真提供：新日鐵住
金㈱八幡製鐵所）

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

ブラックダイヤと５つの物語
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20
世
紀
初
頭
、
鉄
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
く
中
、
製
鐵
所
は
事
業
拡
大
を
目
指
し

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
必
須
だ
っ
た
の
が
、

大
量
の
水
の
確
保
で
し
た
。

　

そ
こ
で
水
源
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が

遠
賀
川
。
遠
賀
川
は
、
古
く
か
ら
「
氾
濫

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
渇
水
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
豊
か
な
水
量

を
誇
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
問
題
は
遠
賀
川
か
ら
製
鐵
所

ま
で
の
約
11
㎞
に
も
及
ぶ
距
離
。
こ
れ
を

解
決
し
た
の
が
、
海
外
で
実
績
の
あ
っ
た

ヘ
イ
ソ
ー
ン
・
デ
ビ
ー
社
製
（
イ
ギ
リ
ス
）

の
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
で
し
た
。
産
炭

地
で
あ
っ
た
中
間
市
に
は
、
そ
の
蒸
気
エ

ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な

石
炭
が
、
大
量
に
あ
り
ま
し
た
。

　
「
水
」
と
「
石
炭
」。
こ
の
２
つ
の
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
中
間
市
で
の

ポ
ン
プ
室
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

筑
豊
地
方
や
遠
賀
・
中
間
地
域
で
産
出

さ
れ
た
石
炭
は
、
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
石
炭
は
、

遠
賀
川
や
堀
川
を
利
用
し
た
「
水
運
」
や

鉄
道
を
利
用
し
た
「
陸
運
」
で
運
搬
さ
れ
、

国
の
産
業
発
展
の
礎
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
水
」
と
「
石
炭
」
が

ポ
ン
プ
室
建
設
の
決
め
手

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
が
紡
ぐ

国
の
産
業
発
展
の
歴
史

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910

遠賀・中間１市４町合同企画



4広報なかま３月 10日号

ブラックダイヤと５つの物語

　

ま
た
、
若
松
港
か
ら
石
炭
を
積
み
出
す

た
め
、
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な
ぐ
堀
川

ル
ー
ト
の
水
運
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
り
、
石
炭
産
業
が
発
達

す
る
と
、
遠
賀
川
、
堀
川
流
域
を
行
き
交

う
川
ひ
ら
た
は
ま
す
ま
す
増
え
ま
し
た
。

　

明
治
30
年
ご
ろ
に
は
遠
賀
川
流
域
の
川

ひ
ら
た
は
約
７
０
０
０
艘
を
数
え
、
そ
の

う
ち
半
数
以
上
が
遠
賀
郡
内
の
川
ひ
ら
た

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
芦
屋
町
の
川
ひ

ら
た
は
最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
大
量

に
早
く
輸
送
が
で
き
る
鉄
道
に
、
徐
々
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
川
ひ
ら
た
で
の
輸

送
も
昭
和
時
代
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
川
ひ
ら
た
は
２
艘
だ
け
だ
と

い
わ
れ
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
と
県
立
折

尾
高
校
（
八
幡
西
区
大
膳
）
に
１
艘
ず
つ

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
ひ
ら
た
は
、
船
底
が
浅
く
平
ら
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
川
船
で
す
。
海
で

使
わ
れ
る
船
は
、
波
を
切
っ
て
進
む
た
め

船
底
が
三
角
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
浅
い
河
川
で
使
わ
れ
る
船
に
は
、
底

が
つ
か
え
な
い
こ
の
形
状
が
適
し
て
い
る

の
で
す
。

　

古
代
か
ら
重
要
な
港
で
あ
っ
た
芦
屋
町

は
、
川
ひ
ら
た
を
使
っ
た
水
運
業
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
筑
豊
炭

田
な
ど
の
石
炭
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
川

ひ
ら
た
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
川

ひ
ら
た
に
載
せ
ら
れ
た
石
炭
は
、
遠
賀
川

を
下
っ
て
芦
屋
港
に
運
ば
れ
、
海
を
渡
る

沖
船
へ
と
積
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

浅
い
河
川
を
進
む
の
に

有
利
な
川
ひ
ら
た

芦
屋
港
や
若
松
港
へ
の

石
炭
運
搬
で
活
躍

水
運
の
主
力
は

芦
屋
町
の
川
ひ
ら
た

遠
賀
川
を
行
き
交
っ
た
川
ひ
ら
た

筑
豊
炭
田
な
ど
の
石
炭
運
搬
に
使
わ
れ
た
川
ひ
ら
た
。五
平
太
船
と
も
呼
ば
れ
、

最
盛
期
に
は
約
７
０
０
０
艘そ

う

の
船
が
遠
賀
川
や
堀
川
を
行
き
交
い
ま
し
た
。

【
芦
屋
町
】
川
ひ
ら
た

上）芦屋町中央公民館に展示されている現
存する川ひらた。「ひらた船」という名
称で県指定文化財になっています。

左）川ひらたを改造した船に乗り、芦屋見
物と船遊びをする香月町（現・八幡西
区香月）の貝島大辻炭坑の職員。

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

●
と
こ
ろ　

芦
屋
町
中
ノ
浜
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遠賀・中間１市４町合同企画

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910

り
ま
し
た
。

　

石
炭
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
堀
川
を
行

き
交
う
輸
送
船
は
急
速
に
増
加
。
明
治
時

代
に
な
る
と
輸
送
が
石
炭
採
掘
に
追
い
つ

か
な
く
な
り
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年

に
は
、
若
松
～
直
方
間
に
開
通
し
た
筑
豊

興
業
鉄
道
で
の
輸
送
が
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
は
、
現
在

の
北
九
州
市
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。
製
鉄
に
必
要
な
石
炭
が
豊

富
に
あ
る
筑
豊
炭
田
が
控
え
、
水
運
や
鉄

道
で
の
高
い
輸
送
能
力
を
持
つ
立
地
が
注

目
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
徐
々
に
鉄
道
に

移
っ
て
い
く
も
の
の
、
昭
和
時
代
初
期
ま

で
堀
川
の
水
運
は
活
躍
し
続
け
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ
な

い
だ
堀
川
。
そ
の
流
れ
は
、
日
本
の
重
化

学
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

　

堀
川
は
、
遠
賀
川
か
ら
分
か
れ
、
洞
海

湾
へ
注
ぐ
約
12
㎞
の
運
河
で
す
。
江
戸
時

代
初
期
に
遠
賀
川
洪
水
の
防
止
、
か
ん
が

い
用
水
の
確
保
、
物
資
の
流
通
を
目
的
と

し
て
開
削
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
12
（
１
７
６
２
）
年
に
開
通
し
、

宝
暦
13
年
に
川
ひ
ら
た
が
堀
川
を
行
き
来

し
始
め
ま
す
。

　

当
初
は
、
１
日
平
均
５
艘そ

う

く
ら
い
の
船

が
、
藩
の
年
貢
（
米
・
大
豆
）
を
運
ん
で

い
る
程
度
で
し
た
が
、
特
産
物
（
ハ
ゼ
の

実
・
ろ
う
・
菜
種
・
卵
）
や
日
用
品
も
運

搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
半
に
、
筑
豊
の
遠
賀
川
流

域
で
石
炭
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

若
松
ま
で
石
炭
を
積
み
出
す
輸
送
路
と
な

江
戸
時
代
か
ら

流
れ
続
け
る
運
河

石
炭
の
採
掘
が

変
え
た
役
割

日
本
の
重
化
学
工
業
の

発
展
に
貢
献

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
水
運

遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
の
水
運
を
可
能
に
し
た
堀
川
は
、
地
域
の
石
炭
産
業
を

活
性
化
さ
せ
、そ
れ
が
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
水
巻
町
】
堀
川

上）明治時代中期の水巻町吉田付近。堀
川に多くの川ひらたが付けている。

左）大正時代の河
かわもり

守神社前（水巻町吉田東）
の堀川。川ひらたが帆を揚げるのは珍
しい。

●
と
こ
ろ　

水
巻
町
吉
田
東
～
水
巻
町
吉
田
団
地
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間
駅
（
宗
像
市
赤
間
駅
前
）
に
抜
け
て
い

た
の
で
す
。
急
勾
配
の
区
間
で
は
、
列
車

の
前
後
か
ら
補
助
機
関
車
で
支
援
す
る
こ

と
で
、
何
と
か
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
後
、
城
山
ト
ン
ネ
ル
を
開
通
さ
せ
、
勾

配
の
緩
い
路
線
へ
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
当
時
の
風
景
が
残
る
場
所
が
、
岡

垣
町
海
老
津
に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ
で

す
。
現
在
の
路
線
が
で
き
る
前
の
旧
路
線

で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
遠
賀
川
駅
～

赤
間
駅
間
が
開
通
し
た
時
に
、
ド
イ
ツ
人

技
師
が
イ
ギ
リ
ス
式
の
設
計
で
造
っ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
の
橋
梁
に
は
、
簡
単
に
手
に

入
り
、
外
観
が
美
し
い
素
材
と
し
て
、
レ

ン
ガ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
路

と
立
体
交
差
に
な
っ
て
い
た
レ
ン
ガ
造
り

の
美
し
い
ア
ー
チ
は
、
今
も
明
治
文
化
の

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

石
炭
産
業
の
発
展
を
受
け
、
石
炭
輸
送

は
大
量
に
早
く
輸
送
で
き
る
鉄
道
へ
と
移

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の

流
れ
を
受
け
、明
治
23
（
１
８
９
０
）年 

に
遠
賀
川
駅
～
赤
間
駅
間
の
鉄
道
路
線
が

開
通
し
ま
す
。

　

初
め
の
予
定
で
は
、
現
在
よ
り
も
海
岸

寄
り
を
通
る
は
ず
だ
っ
た
こ
の
路
線
。
し

か
し
、
陸
軍
の
命
令
で
、
海
か
ら
攻
撃
さ

れ
に
く
い
位
置
へ
と
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
て
、
内
陸
部
に
遠
賀
川
駅
が
建
設
さ

れ
、
岡
垣
町
の
山
あ
い
を
抜
け
る
現
在
の

路
線
の
原
型
が
で
き
た
の
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
時
の
路
線
は
現
在
よ
り
も

南
側
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
岡
垣
町
と
宗

像
市
の
境
界
に
あ
る
城
山
峠
を
越
え
て
赤

旧
路
線
の
軌
跡
を
残
す
美
し
い
ア
ー
チ

遠
賀
郡
内
に
初
め
て
鉄
道
が
通
っ
た
明
治
時
代
後
期
。
そ
の
こ
ろ
の
軌
跡
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
が
、今
も
な
お
鉄
道
の
往
来
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ブラックダイヤと５つの物語

【
岡
垣
町
】
赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ

汽
車
は
海
岸
寄
り
を

走
る
予
定
だ
っ
た

開
通
し
た
路
線
に
は

急
勾
配
の
難
所
が
あ
っ
た

今
も
路
線
の
か
た
わ
ら
に

た
た
ず
む
美
し
い
橋
梁

上）美しいアーチを描く、レンガ造りの橋梁
（岡垣町指定文化財）。

左）赤レンガアーチに代わり現在も鉄道の
往来を支えるレンガ造りのトンネル

　　（写真左のトンネル）。

●
と
こ
ろ　

岡
垣
町
海
老
津

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860
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遠賀・中間１市４町合同企画

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
６
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
米
軍
芦
屋
基
地
へ
の
物
資
輸

送
な
ど
を
す
る
路
線
が
必
要
と
な
り
、
昭

和
22
年
に
再
び
遠
賀
川
駅
と
芦
屋
が
結
ば

れ
ま
す
。
こ
れ
が
、国
鉄
芦
屋
線
で
す
。
昭 

和
25
年
に
は
一
般
旅
客
を
乗
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
路
線
も
米
軍
芦

屋
基
地
が
返
還
さ
れ
た
昭
和
36
年
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

国
鉄
室
木
線
は
、
明
治
41
（
１
９
０
８
）

年
か
ら
昭
和
60
年
ま
で
遠
賀
川
駅
か
ら
鞍
手

町
の
室
木
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

石
炭
運
搬
の
役
割
を
終
え
た
後
も
、
通

勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ
、
新
幹
線
建
設
の

た
め
の
資
材
運
用
の
路
線
と
し
て
も
活
躍

し
ま
し
た
。
今
で
も
、
遠
賀
川
駅
付
近
で

は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
姿
を
残
す
廃
線

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
時
代
初
期
か
ら
日
本
の
産
業
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
筑
豊
炭
田
。
そ
の
石
炭

産
業
の
黄
金
時
代
に
遠
賀
川
駅
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
賀
川
駅
は
、
国
鉄
室
木
線
な
ど
石
炭

運
搬
を
主
な
目
的
と
す
る
路
線
が
接
続
す

る
基
幹
駅
だ
っ
た
の
で
す
。

　

石
炭
産
業
の
発
展
と
鉄
道
開
通
で
の
人

口
の
急
激
な
増
加
は
、
遠
賀
村
か
ら
の
町

制
施
行
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

遠
賀
川
駅
か
ら
芦
屋
ま
で
を
つ
な
い
だ

の
が
、
芦
屋
軽
便
鉄
道
の
路
線
で
す
。
大

正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
開
業
し
た
芦
屋

軽
便
鉄
道
で
し
た
が
、
芦
屋
港
か
ら
若
松

港
へ
と
石
炭
積
み
出
し
の
主
力
基
地
の
役

割
が
移
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
石
炭
運
搬
に

遠
賀
町
誕
生
に
強
い
影
響
を

与
え
た
石
炭
産
業

今
も
残
る
廃
線
跡

追
憶
の
国
鉄
室
木
線

開
通
と
廃
止
を
繰
り
返
し
た

芦
屋
と
の
路
線

石
炭
産
業
と
共
に
歩
ん
だ
基
幹
駅

石
炭
産
業
の
黄
金
時
代
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
遠
賀
川
駅
。

基
幹
駅
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
を
つ
な
げ
て
い
た
の
で
す
。

【
遠
賀
町
】
遠
賀
川
駅

上）遠賀川駅を発着していた8620形の
蒸気機関車。活躍していた当時の姿の
まま遠賀総合運動公園に展示されてい
ます。

左）手前の橋梁が室木線跡、奥は鹿児島
本線下り。

●
と
こ
ろ　

遠
賀
町
遠
賀
川

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910
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なかまでつなごう市民リレー

　子どもたちに、日本語の素晴らしさに触れてほしいと思い、小学生
を対象にしたボランティア講座「絵日記太陽の子」を主宰しています。
　エッセイを書いていた私がボランティアに目覚めたのは、ある出会い
がきっかけでした。知人を訪問しようと家を探していたところ、偶然通
りがかった 3 人の小学生が「一緒に家を探そう」と助けてくれたのです。
　お礼を言おうにも名前も住所もわからない。思い切って小学校に
あてて出した感謝の手紙が、偶然校長先生の目に留まったそうです。
後日、「活字の先生として子どもたちに日本語に親しむ場を作ってほ
しい」と依頼され、小学生との交流が始まりました。
　その後、月に２回、絵日記の製作や詩の朗読、百人一首などを楽しむ

「絵日記太陽の子」を立ち上げました。今では、大人のための活字講座「な
かま新聞塾」も開催しています。本や新聞を読んだり、手紙を綴ったり
することで、日本語に親しむ機会を増やしてもらえればと願っています。 縄

なわ た
田　和

かず こ
子さん（東中間二丁目・76歳）

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリと輝く
中間市民を紹介します。

活字離れの子どもたちに日本語の素晴らしさを

目次 CONTENT S 広 報 な か ま 2 0 1 6 年 ３ 月 号

２ 特集 / 遠 賀・中間１市４町 合同企 画  「 ブ ラックダ イヤと５つ の 物 語 」

16 人 権 作 文 ・ 標 語 、 世 界 遺 産 で な か ま に な ろ う

14 福 祉 の 輪

10 市 か ら の お 知 ら せ

８ な か ま で つ な ご う 市 民 リ レ ー

17 く ら し の ミ カ タ 、 や っ ち ゃ れ 環 境

18 図 書 館 だ よ り 、 体 育 の 時 間

19 温 故 知 新 、 文 芸 歳 時 記

20 健 康 フ ァ ミ リ ー 、 N a k a m a ' s キ ッ チ ン

21 医 療 講 座 、 な か マ ル シ ェ

22 く ら し の 情 報

24 ま ち の わ だ い

26 み ん な の ひ ろ ば

28 行 事 予 定

９ 年 金 生 活 者 等 支 援 臨 時 福 祉 給 付 金 が 支 給 さ れ ま す
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高
齢
者
向
け
の
１
回
限
り
の
給
付
金

　

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
２
年
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
効
果
も
あ
り
、
昨
年
か
ら
企

業
の
賃
金
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
始

め
、
よ
う
や
く
景
気
の
上
向
き
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」の

実
現
を
目
標
に
掲
げ
る
中
、
賃
金

引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

低
年
金
受
給
者
へ
は
、
引
き
続
き

支
援
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
世
帯
の
年
金
も

含
め
た
所
得
全
体
の
底
上
げ
を
目

的
に
、
ま
た
、
平
成
28
年
前
半
の
個

人
消
費
に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
、

低
所
得
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
を
実
施
し
ま
す
。

全
国
で
約
１
、１
３
０
万
人
が
対
象

　

対
象
は
、
平
成
27
年
度
に
住
民

税
が
課
税
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
や
、
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
被
扶
養
者

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
在
留
資
格
が

あ
る
外
国
人
も
同
じ
条
件
で
す
。

　

全
国
で
約
１
、１
３
０
万
人
に
支

給
さ
れ
る
こ
の
給
付
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
う
え
で
、
市
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
未
満
で
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
約
150
万
人
に
も
３
万
円
を
支
給

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
わ
か
り

次
第
、
広
報
な
か
ま
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者　
平
成
27
年
度
の

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の

う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
に
な
る
人

●
支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ

き
３
０
、０
０
０
円 

●
申
請
手
続　
対
象
と
思
わ
れ
る

人
に
、
４
月
上
旬
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
申
請
書
な

ど
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

※
対
象
者
と
思
わ
れ
る
の
に
申
請

書
が
届
か
な
い
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　
４
月
１
日
金
～
６

月
30
日
木
・
消
印
有
効

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
●
問
合
先　
臨
時
給
付
金
室

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
８

②必要に応じて、次の書類を準備してください
　○本人確認書類　○口座確認書類

③�申請書・確認書類を同封の返信用封筒に入れて最寄りの
ポストに投函してください（切手を貼る必要はありません）

①�申請書に必要事項（申請者の氏名など）を記入・押印し
てください

※書類を市役所に持ってくる必要はありません。

※
市
や
県
、
厚
生
労
働
省

な
ど
の
職
員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
の
現
金

自
動
支
払
機
）の
操
作
を
指

示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

※
申
請
内
容
に
つ
い
て
市

が
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
資
産
の
状
況
な

ど
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
内
容
を
聞
く
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い

た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
市
役
所
や
警
察
署
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

　

転
入
や
転
出
な
ど
の
手
続
き
で
、
多

く
の
人
の
来
庁
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
時

期
、
市
役
所
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

休
日
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
転
入
や

転
出
の
届
け
出
な
ど
に
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
事
前
に
担
当

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
設
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

■
市
民
課　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

○
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
の
住
民
異

動
届

○
諸
証
明
発
行

○
印
鑑
登
録

○
戸
籍
届

○
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
や
免
除
申
請

※
戸
籍
の
届
け
出
で
、
他
市
町
村
な
ど

へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
、
届
出
書
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
手
続
き
で
、
年
金
事
務

所
な
ど
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合
、
後

日
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
こ
ど
も
未
来
課　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

○
保
育
所
入
所
の
受
付

○
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

○
ひ
と
り
親
医
療
証
の
発
行
手
続
き

※
他
市
町
村
な
ど
へ
確
認
が
必
要
な
場

合
や
添
付
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
付
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
介
護
保
険
課　
☎（
２
４
６
）６
２
４
３

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
介
護
保
険
被
保

険
者
証
や
介
護
保
険
料
納
付
証
明
な

ど
の
諸
証
明
発
行
手
続
き

○
介
護
保
険
料
納
付
書
の
発
行（
納
付
場

所
は
収
納
課
）

■
環
境
保
全
課　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
し
尿
収
集
の
開

始
、
廃
止
、
変
更
手
続
き

○
し
尿
収
集
料
金
の
納
付
書
再
発
行（
後

日
、金
融
機
関
で
の
納
付
が
必
要
で
す
）

■
課
税
課　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

■
収
納
課　
☎（
２
４
６
）６
２
３
７

○
税
金
の
納
付
や
納
税
相
談

○
所
得
や
納
税
、
固
定
資
産
の
証
明

※
一
部
、
当
日
発
行
で
き
な
い
証
明
書
が

あ
り
ま
す
。
証
明
書
の
発
行
に
は
窓
口
に

来
る
人
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。
本

人
以
外
の
申
請
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
健
康
増
進
課　
☎（
２
４
６
）６
２
４
６

○
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
こ
と

○
乳
幼
児
・
児
童
医
療
証
、
障
害
者
医

療
証
の
発
行
手
続
き

※
他
市
町
村
や
医
療
機
関
、
保
険
者
な

ど
に
確
認
が
必
要
な
場
合
や
添
付
書
類

に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付
け
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
証
な
ど
は
、
後
日
郵
送

し
ま
す
。

■
福
祉
支
援
課　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

○
障
害
者
手
帳
の
記
載
変
更
手
続
き

■
都
市
整
備
課　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
市
営
住
宅
の
受
け

付
け

■
学
校
教
育
課　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

○
転
校
手
続
き

○
校
区
外
・
区
域
外
通
学
申
請

○
入
学
通
知
書
の
交
付（
小
・
中
学
校
の

新
１
年
生
）

３
月
27
日
日
と
４
月
３
日
日
は
市
役
所
を
休
日
開
庁
し
ま
す

　

３
月
15
日
火
で
所
得
税
な
ど
の
確
定

申
告
の
受
付
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
な
ど
の
申

告
書
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
さ
ら
に
便
利
で

す
の
で
、
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
申
告
な
ど
の
国

税
に
関
す
る
各
種
の
手
続
き
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
的
に
行

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
る
に
は
、
開
始
届
出
書
の
提
出

や
電
子
証
明
書
の
取
得
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
、
事
前
の

準
備
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
若
松
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
ｅ‐Ｔａ
ｘ
に
関
す
る
問
合
先

　
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

確
定
申
告
の
終
了
が
迫
っ
て
い
ま
す

●
問
合
先　

課
税
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
８　松下俊男市長もｅ－Ｔａｘを利用

して申告しています。
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平
成
28
年
４
月
請
求
分
以
降
の
下
水

道
使
用
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

い
な
い
人
に
は
、
中
間
市
債
権
管
理
条

例
に
基
づ
い
て
督
促
手
数
料
お
よ
び
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
督
促
手
数
料　
下
水
道
使
用
料
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
な
い
人
に

対
し
て
発
送
す
る
督
促
状
に
、
督
促

手
数
料
100
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

●
延
滞
金　
下
水
道
使
用
料
を
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
い
な
い
人
に
対

し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日

ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
て
当
該

料
金
額
の
年
14
・
６
％
以
内（
納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
年
7.3
％
を

上
限
と
し
て
別
に
定
め
る
割
合
）の
割

合
で
算
出
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

※
納
付
書
に
記
載
し
て
い
る
納
期
限
に

注
意
し
て
、
必
ず
期
限
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

滞
納
し
た
下
水
道
使
用
料
に
は
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

●
問
合
先　

下
水
道
課　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
５
６　

　

縦
覧
帳
簿

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人
の
固

定
資
産
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
土
地
ま
た
は
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の
土
地
ま
た
は
家
屋

の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
土
地
の
所

在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す

●
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
家
屋
の
所

在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
建
築
年
・

床
面
積
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

●
縦
覧
期
間　
４
月
１
日
金
～
5
月
31

日
火
・
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
同
居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
で
き
る
人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
の
委
任
状
を
お
持
ち
の
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑
、
納
税
通

知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

※
納
税
者
が
法
人
の
場
合
に
は
、
法
人

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
審
査
請
求
期
間　
４
月
１
日
か
ら
納
税
通

知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
３
か
月
後
ま
で

※
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服

が
あ
る
場
合
に
は
、
中
間
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。

※
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書
を
４
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

の
所
有
者
や
借
地
借
家
人
な
ど
の
関
係

者
は
、
平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
の
も
と
と
な
る
、

固
定
資
産
課
税
台
帳（
固
定
資
産
の
所
有

者
の
住
所
、氏
名
、所
在
地
番
、評
価
額
、

課
税
標
準
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間　
４
月
１
日
金
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
・
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
閲
覧
で
き
る
人

○
納
税
義
務
者
、
同
居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
で
き
る
人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
お
持
ち
の
人

○
借
地
人
・
借
家
人（
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
が
必
要
）

※
借
地
ま
た
は
借
家
人
は
、
そ
の
借
地
ま
た

は
借
家
に
か
か
る
固
定
資
産
に
限
り
ま
す
。

●
閲
覧
お
よ
び
証
明
手
数
料　
１
件
300
円

※
縦
覧
期
間
中（
４
月
１
日
～
５
月
31
日
）は
閲
覧
に
限
り
無
料
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
納
税
通
知
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の
、
権
利
を
証
明
で
き
る
も
の

　

い
ず
れ
も

●
閲
覧
場
所　
課
税
課

縦
覧
帳
簿
・
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す

●
問
合
先　

課
税
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
７
４　

　

市
の
公
共
工
事
の
発
注
見
通
し
や
入

札
、
契
約
に
関
す
る
情
報
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

〇
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
28
年
度
末

ま
で

〇
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か
ら
１
年
間

〇
契
約
情
報
…
契
約
締
結
か
ら
１
年
間

●
閲
覧
場
所　
契
約
課

●
閲
覧
内
容　
発
注
予
定
工
事
名
、
時

期
な
ど
や
発
注
済
み
工
事
の
入
札
金

額
、
落
札
金
額
、
契
約
の
相
手
方
な

ど
「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
お
よ

び
同
法
施
行
令
」
に
定
め
る
内
容

※
発
注
見
通
し
と
入
札
結
果
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
入
札
契
約
情
報
）で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

中
間
市
公
共
工
事
の
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す

●
問
合
先　

契
約
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
５
５　
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公
民
館
な
ど
で
、
狂
犬
病
予
防
の
集

団
注
射
を
行
い
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん

に
４
月
上
旬
ま
で
に
案
内
は
が
き
を
郵
送

し
ま
す
。
都
合
が
良
い
時
間
と
会
場
を
確

認
し
、
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
注
射

は
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
好
評
の
日
曜
日
注
射
を

４
月
３
日
日
に
市
役
所
河
川
敷
駐
車
場

で
実
施
し
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
平
日
の
集

団
注
射
に
来
れ
な
い
人
は
こ
の
機
会
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
名
前

や
犬
種
な
ど
を
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
登
録
の
人
に
は
案

内
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
注
射

と
同
時
に
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
実
施
会
場
で
注
射
と
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
と
登

録
は
、
動
物
病
院
で
も
で
き
ま
す
。
狂
犬

病
は
感
染
・
発
症
し
た
場
合
ほ
ぼ
100
％
死

に
至
る
人
畜
共
通
感
染
症
で
す
。
年
１
回

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
・
会
場　
左
の
表
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い

●
手
数
料

○
予
防
注
射
の
み
…
３
、１
５
０
円

○
登
録
＋
予
防
注
射
…
６
、１
５
０
円

※
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ
う
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
飼
い
犬
が
登
録
済
み
か
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い

○
犬
の
扱
い
が
十
分
可
能
な
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い

○
会
場
で
糞ふ

ん

を
し
た
と
き
は
忘
れ
ず
に

片
付
け
て
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
の
集
団
注
射
を
実
施
し
ま
す

●
問
合
先　

環
境
保
全
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
５
）５
３
０
０　

■�予防注射実施日程表�■
午　　　前 午　　　後

場　所 時　間 場　所 時　間
市役所
河川敷駐車場 10:00 ～ 11:00

岩瀬東町公民館  9:45 ～ 10:10 中鶴三区集会所 13:20 ～ 13:40

岩瀬西町一区公民館 10:25 ～ 10:55 栄町公民館 13:55 ～ 14:10

浄花町公民館 11:10 ～ 11:30 下蓮花寺公民館 14:25 ～ 14:40

太賀二区公民館 15:00 ～ 15:30

垣生公民館  9:45 ～ 10:20 砂山公民館 13:20 ～ 13:40

下大隈公民館 10:35 ～ 10:50 御館町公民館 14:00 ～ 14:30

ＪＡ北九底井野
倉庫前 11:05 ～ 11:20 白天公民館 14:45 ～ 15:15

中底井野公民館 11:35 ～ 11:50

土手ノ内二区公民館  9:45 ～ 10:35 小田ヶ浦公民館 13:20 ～ 13:45

中尾一区公民館 10:50 ～ 11:05 深坂公民館 14:00 ～ 14:25

松ヶ岡一区公民館 11:20 ～ 11:35 七重公民館 14:40 ～ 15:00

扇ヶ浦一区公民館  9:45 ～ 10:05 通谷三区公民館 13:20 ～ 13:40

鍋山公民館 10:20 ～ 10:35 市役所本館地階
公用車駐車場 14:00 ～ 14:40

通谷二区公民館 10:50 ～ 11:10
※時間厳守でお願いします。

桜台公民館 11:25 ～ 11:40

７
日
木

４
月

12
日
火

14
日
木

３
日
日

19
日
火

　

１
月
下
旬
の
寒
波
が
原
因
で
、
敷
地

内
の
給
水
管
な
ど
の
破
損
が
起
き
、
漏
水

が
発
生
し
ま
し
た
。
本
来
、
地
上
漏
水
は

減
免
の
対
象
外
で
す
が
、
寒
波
に
よ
る
不

可
効
力
が
主
な
原
因
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
使
用
水
量
な
ど
の
認
定
を
行
い
、
減

免
の
対
象
と
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
修

繕
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
が
条
件
で
す
の

で
、
修
繕
完
了
報
告
書
ま
た
は
修
繕
代

金
の
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
使

用
者
、
施
工
業
者
の
ど
ち
ら
も
提
出
で
き

ま
す
。
修
繕
完
了
報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　
上
水
道
課

　

敷
地
内
の
露
出
水
道
管
の
防
寒
対
策

　

先
日
の
寒
波
に
よ
る
断
水
で
は
、
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
回
、
多
く
の
家

庭
で
水
道
管
が
凍
結
・
破
裂
し
漏
水
が

発
生
し
ま
し
た
。
水
道
管
が
破
損
す
る
と

水
道
が
使
え
ず
、
修
繕
費
用
が
か
か
り

ま
す
。日
か
げ
や
風
当
た
り
が
強
い
場
所
、

む
き
出
し
の
水
道
管
な
ど
は
、
凍
結
し
や

す
い
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
を
予

防
す
る
た
め
に
、
宅
内
で
露
出
し
て
い
る

水
道
管
は
、
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布

を
巻
く
な
ど
、防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
空
き
家
や
道
路
上
で
漏
水
を

発
見
し
た
場
合
は
、
上
水
道
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

漏
水
減
免
を
行
い
ま
す

●
問
合
先　

上
水
道
課　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
６
４　
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行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要で
すので、直接会場にお越しください。
●�日 時　４月２日土、15日金・15時〜 17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓
口で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８
時 30分〜午後５時 15分で、定員は６人です。
●�日 時　４月２日土、15日金、28日木・15時〜17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10番１号）
　☎（２４６）５１１０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、県警職員が相談に応じます。
●������日 時　４月13日水・10時〜 16時（受付は15時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13時〜14時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時 30分〜15時 30分・ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

　

な
か
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線（
防
災
行

政
無
線
）の
テ
ス
ト
放
送
を
、
市
内
全
域

で
日
時
を
分
け
て
行
い
ま
す
。

●
日

時　
３
月
14
日
月
～
25
日
金
・

平
日
の
９
時
～
17
時

※
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
し
て

い
る
な
か
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
を
、
時

間
を
ず
ら
し
て
放
送
・
点
検
し
ま
す
。

●
放
送
内
容（
１
か
所
で
１
回
放
送
）　

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
中
間
で
す
」

　

参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
計
測
を

希
望
す
る
人
は
早
め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
４
月
12
日
火
・
10
時
～

11
時
30
分（
受
付
は
9
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食

の
講
話（
生
後
５
か
月
～
１
歳
３
か

月
ご
ろ
に
つ
い
て
）と
試
食

●
申
込
方
法　
4
月
5
日
火
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７　

防
災
無
線
の
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

●
問
合
先　

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課

☎（
２
４
６
）２
０
１
７　

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

福
祉
支
援
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
７
０　

　

赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
語
り
か
け
な
が

ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
４
月
13
日
水
・
10
時
30

分
～
11
時
30
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
３
～
８
か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者（
10
組
程
度
）

●
申
込
方
法　
４
月
12
日
火
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
持
っ
て
く
る
も
の　

バ
ス
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
飲
み
物

　

よ
り
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
安
定
供

給
を
行
う
た
め
、
中
間
市
役
所
で
、
献

血
バ
ス
を
利
用
し
た
400
㎖
献
血
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
役
所
で
の
献
血
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
14
日
月

○
9
時
30
分
～
正
午

○
13
時
～
16
時

●
実
施
方
法　
市
民
ホ
ー
ル
で
受
付
と

事
前
検
査
を
し
た
後
、
移
動
採
血
車

で
本
採
血
を
行
い
ま
す
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国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
の

標
準
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
標
準
負
担
額（
入
院
時

の
食
事
療
養
費
）が
左
下
の
表
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
、
負
担
額
が
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
歳
以
上

の
人
の
、
食
事
代
と
居
住
費
の
一
部
自
己
負

担
分
が
右
下
の
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
は
、
食
事
療

養
に
か
か
る
費
用
の
額
か
ら
、
標
準
負
担

額
を
控
除
し
た
額
を
入
院
時
食
事
療
養
費

と
し
て
各
保
険
者
が
負
担
し
ま
す
。

●
負
担
額
が
据
え
置
き
と
な
る
要
件

○
市
民
税
非
課
税
世
帯

○
指
定
難
病
お
よ
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病

児
童
等

○
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
既
に
１
年
を

超
え
て
精
神
病
床
に
入
院
し
て
い
る
人

○
合
併
症
な
ど
に
よ
り
転
院
・
退
院
し
た

人
で
、
同
日
内
に
再
入
院
す

る
人

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
60

歳
未
満
の
人
や
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
も
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る

場
合

　
60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者

な
ど（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
）

は
、国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
、

市
役
所
の
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引

に
な
る
制
度
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
に
な
る

場
合

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
被
保
険
者（
65
歳
以
上
70
歳

未
満
で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由
と
す
る

年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
人
は
除
く
）に

扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
届

書
の
提
出
は
、
事
業
主（
健
康

保
険
組
合
の
場
合
は
組
合
）経

由
で
行
い
ま
す
。

　

第
三
号
被
保
険
者
は
、
個
別

に
保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
に
な

る
場
合

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢
給
付
の

受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
に
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
老
齢

給
付
の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る

場
合
に
も
、
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
は
市
役
所
の
窓
口

で
行
い
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と

し
て
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

福 祉 の 輪
みんながつながる

医療区分１ 医療区分２・３（※１）
食事代 居住費 食事代 居住費

市民税課税
現役並み所得・一般

460 円
（※２）

320 円

260円
→ 360円

0 円

市民税
非課税
低所得
区分Ⅱ

90日
まで

210 円
210 円

90日
超 160 円

低所得区分Ⅰ 130 円

100 円低所得区分Ⅰ
（老齢福祉年金

受給者）
100 円 0 円

療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
歳
以
上
の
人

（
※
１
：
指
定
難
病
患
者
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

人
を
指
し
ま
す
。
※
２
：
一
部
病
院
は
420
円
で
す
。）

食事代

市民税課税
現役並み所得・一般

260円
→ 360円

市民税
非課税
低所得
区分Ⅱ

90 日
まで 210 円

90 日
超 160 円

低所得区分Ⅰ 100 円

一
般
病
床
・
精
神
病
床
な
ど
に
入
院
す
る
人



15 Nakama City Public Relations

食
糧
支
援
な
ど
の
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト

　

市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
市
か
ら

委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱ほ

う
ぼ
く樸
の
事
業

所
で
す
。

　
昨
年
４
月
に
開
所
し
、
金
銭
や
仕
事
、
家

庭
の
相
談
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
約
160
件
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
は
、
今
日
明
日
の
食
べ
物
に
も
困
っ
て

い
る
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
性
が
あ
る
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
紹
介

　
40
代
の
母
親
と
、
学
童
期
の
娘
、
60
代
の

祖
父
の
３
人
暮
ら
し
。
祖
父
と
母
親
は
自
営

業
を
営
ん
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、

祖
父
の
体
調
悪
化
や
不
景
気
も
重
な
り
、
事

業
運
営
の
た
め
の
借
金
も
膨
ら
ん
で
、
事

業
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
は
、
貯
金
を
切
り
崩
し
な
が
ら

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
貯
金

も
底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
相
談
に

来
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
問
題
解
決

の
た
め
に
、
借
金
や
事
業
整
理

の
た
め
の
弁
護
士
へ
の
相
談
に

同
行
。
同
時
に
、
祖
父
の
年
金

の
繰
り
上
げ
支
給
の
手
続
き
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、母
親
に
は
、

就
労
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

母
親
の
就
労
先
が
決
ま
る
な
ど
新
た
な
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
方
、
母
親

の
初
回
の
給
料
日
ま
で
は
生
活
費
が
足
り

な
か
っ
た
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
が
実

施
す
る
食
糧
支
援
を
利
用
し
、
食
糧
を
確

保
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
か
ら
の
お
願
い

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
で
は
、
食
糧
が
な
い

と
い
う
人
に
対
し
て
、
緊
急
的
に
食
糧

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
日
々

の
食
糧
に
困
っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
、
食
糧
寄
付
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
募
集　
米
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶

詰
、
パ
ス
タ

※
そ
の
ほ
か
に
も
、
菓
子
や
野
菜
な
ど
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
賞
味
期
限

が
１
か
月
以
上
あ
り
、
未
開
封
の
も
の
な

ど
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
鮮
品
・
冷
凍
品
は
保
管
の
関
係
上
、

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸

　
（
中
間
二
丁
目
10
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）１
０
３
０

市民生活
相談センター

福祉支援課
☎（２４６）６２７０

　

ま
ち
づ
く
り
を
担
う

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　

認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
国
は
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
中
で
、
最

も
重
要
な
柱
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
、「
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
普
及
・
啓
発
の
推
進
」
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

普
及
・
啓
発
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、

地
域
や
職
域
で
認
知
症
の

人
や
家
族
に
対
し
て
、
で

き
る
範
囲
で
の
手
助
け
を

す
る
人
の
こ
と
で
す
。
今
、

全
国
各
地
で
、
自
治
会
や

老
人
会
な
ど
の
住
民
や
、

企
業
な
ど
を
対
象
に
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
普
及
に
よ
っ
て
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

偏
見
を
持
た
な
い
こ
と
や
地
域
で
で
き
る

こ
と
を
探
し
、
支
え
合
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

中
間
市
で
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
を
対
象
と
し
た
養
成
講
座
が
開
催

さ
れ
、「
認
知
症
の
早
期
発
見
が
必
要
」「
認

知
症
と
思
わ
れ
る
人
を
発
見
し
た
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
早
く
連
絡
・
相
談

す
る
」
と
い
っ
た
学
び
や
気
づ
き
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
養
成
講
座
の
開
催
を
希
望
す

る
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

認知症になっても安心
して暮らせる地域に⑤

地域包括支援センター
☎（２４５）７７１６

福 祉 の 輪
みんながつながる

中間市シルバー人材センターで行われた認知症
サポーター養成講座。



16広報なかま３月 10日号

　　
「
あ
な
た
は
素
直
に
言
え
ま
す
か
」

　
　
　
　
　
岩
永　
キ
サ
ラ
さ
ん

　
　
　
　
（
中
間
北
中
学
校
３
年
）

　

あ
な
た
は
、
友
人
な
ど
に
「
あ

の
子
っ
て
う
ざ
い
よ
ね
。」
と
言
わ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
言
わ

れ
た
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
。
そ
う

思
わ
な
い
と
き
は
、「
そ
う
か
な
。」

と
素
直
に
伝
え
ま
す
か
。

　
私
は
、
何
度
も
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
は
仲
の
良
い
友
達
に

な
ら
、素
直
に
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
だ
と
、
言
葉

を
濁
し
て
し
ま
い
ま
す
。
き
っ
と
他

の
人
も
そ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
が
そ
う
答
え
る
の
は
、

心
の
中
で
、「
私
は
こ
ん
な
風
に
言

わ
れ
た
く
な
い
。」
と
思
っ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

　

そ
れ
が
、
い
じ
め
に
な
る
と
ど

う
で
す
か
。「
こ
の
子
う
ざ
い
か
ら

い
じ
め
よ
う
よ
。」
と
言
わ
れ
た
ら
、

ど
う
し
ま
す
か
。
勇
気
の
あ
る
人

は
、
断
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
断
っ
た
ら
、
自
分
が
い
じ
め
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
、「
う

ん
。」
と
言
う
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
い
じ
め
な
く
て
も
横
か
ら
見

て
、
何
も
せ
ず
に
知
ら
な
い
フ
リ

を
し
て
、
言
わ
れ
て
も
、「
知
ら
な

か
っ
た
。
見
な
か
っ
た
。」
と
言
う

と
思
い
ま
す
。

　
い
じ
め
る
の
も
、
横
か
ら
見
る
の

も
ダ
メ
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
い

じ
め
の
標
的
に
は
な
り
た
く
な
い

か
ら
、
い
じ
め
は
悪
い
こ
と
と
分
か

っ
て
い
て
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
で
は
こ

の
よ
う
な
時
、
私
達
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
私

は
あ
い
さ
つ
な
ど
で
積
極
的
に
声

か
け
を
行
う
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、朝
、学
校
に
来
て
、「
お

は
よ
う
。」
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
を
す
れ
ば
、
返
事
が
返
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
は
、
い
じ

め
っ
子
が
い
な
い
と
き
、「
大
丈
夫
。」

と
声
を
か
け
る
。
そ
の
一
言
で
、「
私

を
心
配
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
」
と

安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
、
私
の
友
人
も
い
じ
め
ら

れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
私
は
何

も
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
度
だ
け
そ
う
い
う
場
面
に
会
っ
た

の
で
す
が
、
友
人
を
つ
れ
て
逃
げ
ま

し
た
。
た
だ
、
唯
一
私
に
で
き
た
こ

と
は
、
友
人
の
話
を
聞
い
て
あ
げ

る
こ
と
で
し
た
。先
生
に
も
言
っ
て
、

や
っ
と
収
ま
り
ま
し
た
。

　

も
し
も
、
あ
な
た
が
私
み
た
い

に
、
友
人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
場

面
に
会
っ
た
ら
、
私
み
た
い
に
逃
げ

ま
す
か
。
そ
れ
と
も
い
じ
め
っ
子
に

直
接
、「
や
め
な
よ
。」
と
言
え
ま
す

か
。
そ
れ
と
も
、通
り
過
ぎ
ま
す
か
。

「
私
の
周
り
は
仲
が
良
い
か
ら
い
じ

め
な
ん
て
関
係
な
い
。」
と
思
っ
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
い
じ
め
は
突
然
始
ま
り
ま
す
。

私
は
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の
話
を
で
き

る
だ
け
聞
い
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
話
す
だ
け
で
も
き
っ
と
気

分
が
軽
く
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

ちいさなこころで
はぐくむ人権

人権標語

言
う
前
に　

相
手
の
気
持
ち　

考
え
て

　
　

中
間
南
小
学
校
卒
業	

利　

倉　

野
乃
花

お
は
よ
う
と　

毎
日
言
お
う　

友
達
に

　
　

中
間
西
小
学
校
６
年	

嶋　

﨑　

菜
々
実

そ
の
言
葉　

意
味
を
分
か
っ
て　

使
っ
て
る
？

　
　

中
間
東
中
学
校
２
年	

古　

川　

杏　

菜

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文や標語をとお
して、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

集成館事業の動力源となる水を供給した疎水溝の遺構です。
集成館事業の初期、工業施設の動力に、研究段階だった蒸
気機関を用いることができませんでした。そこで、主動力に
は水車を用いました。元来、藩主別邸の仙

せんがんえん

巌園には、鹿児
島市下田町関吉から別邸に水を供給するための疎水（吉野疎
水）が約７㎞にわたって築かれていました。そこで、1852年、
島津斉

なりあきら

彬はその疎水から新たな水路を築き、集成館の工場
群の工業用水に転用しました。関吉には、稲

い な り が わ

荷川から取水し
た当時の取水口跡が残っていて、疎水溝の一部は現在も灌
漑用水として利用されています。磯地区にも集成館側への水
路跡が残っています。

関
せきよし

吉の疎
そ す い こ う

水溝

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う

●場 所　鹿児島県鹿児島市下田町 1263　先
●問 合 先　鹿児島市文化財課　☎ 099（227）1962
●アクセス
○�電車…ＪＲ鹿児島中央駅から車で約 30 分
○�バス…ＪＲ鹿児島中央駅から南国交通バス（伊敷団地線、緑ヶ丘
団地線など）で約30 分、関吉の疎水溝入口下車、徒歩約８分

遠賀川水源地ポンプ室の
世界遺産なかまを紹介します。
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■事例

結婚式場の説明を受けに2人で出向いた。「今日中の契約ならこの
金額だが、明日以降になると100万円は高くなる」と言われた。冷
静な判断ができず契約して、内金20万円を支払い帰宅した。翌日
になって後悔し、キャンセルを伝えたが、担当者からは「内金は返
金できない」と言われた。契約の翌日なので、内金を返金して欲しい。

くらしのミカタ

サ
イ
ン
を
し
た
り
申
込
金
を
支

払
わ
な
い

　

契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
そ
の

場
で
サ
イ
ン
を
し
た
り
申
込
金

を
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

結
婚
式
場
は
非
日
常
的
な
空

間
で
あ
る
た
め
、
見
学
を
す
る

と
つ
い
気
分
が
盛
り
上
が
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

結
婚
式
の
契
約
は
最
終
的
に
は

数
百
万
円
に
も
な
る
高
額
な
契

約
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
申
込

金
と
し
て
支
払
っ
た
金
銭
が
返

金
さ
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
多
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
慎
重

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
急

が
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
契
約
し

な
い
よ
う
に
し
て
、
ま
ず
は
持

ち
帰
り
、
冷
静
に
な
っ
て
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

返
金
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
「
式
場
を
押
さ
え
る
た
め
」
な

ど
に
金
銭
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
契
約

成
立
と
な
る
の
か
、
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
場
合
に
は
返
金
さ
れ
る

の
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

返
金
さ
れ
る
性
質
の
も
の
か
ど

う
か
を
支
払
う
前
に
確
認
す
る

こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
重
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「内金が返却されない」

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い

　

今
号
の
広
報
な
か
ま
に
、
平
成

28
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

ご
み
収
集
日
を
記
載
し
た
「
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
４
月

か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
分
で
す
。

両
面
印
刷
の
表
と
裏
で
収
集
地
区

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
宅
の
住

所
が
該
当
す
る
収
集
日
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
か
ら
来
年
３
月
分

は
、
広
報
な
か
ま
９
月
10
日
号
に

同
封
す
る
予
定
で
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

利
用
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
の
た
め

に
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
購
入
し
た

人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
を
活
用
し
、
新
た
に
生
ご
み
の

堆
肥
化
に
取
り
組
み
始
め
た
人
や

今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
講
座（
初
級
者

向
け
）を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
は
、
専
門
講
師
に
よ
る
講

話
形
式
で
行
い
ま
す
。
気
に
な
る

こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

聞
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
興
味
が
あ

る
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
条
件　
市
内
在
住
の
人

●
日

時　
３
月
16
日
水
・
10

時
か
ら
11
時
30
分
ま
で（
受
付

は
９
時
30
分
か
ら
）

●
場

所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　
無
料

●
応
募
方
法　
環
境
保
全
課
窓
口
、

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
者
の
「
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
」、「
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
講

座
参
加
希
望
」
と
明
示
し
て
く

だ
さ
い

●
応
募
締
切　
３
月
15
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

　
℻（
２
４
４
）１
３
１
７

や
っち
ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 増減率

１月 822,330㎏ 868,730㎏ △ 46,400㎏ △ 5.3％

累計 9,311,700㎏ 9,559,080㎏ △ 247,380㎏ △ 2.6％

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。

ダンボールコンポストを活用して、堆肥を作っ
ているところ。
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ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
な
か
ま　

　

お
は
な
し
会

●
日

時　
３
月
19
日
土・

11
時
～
正
午

　

西
川
幸
夫
氏　

作
品
展
示

●
展
示
期
限　
３
月
23
日
水

●
時

間　
９
時
30
分
～

19
時
ま
で（
最
終
日
は
17

時
ま
で
）

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
会

　

春
の
星
座
や
日
本
人
宇
宙

飛
行
士
の
紹
介
な
ど
、
お
も

し
ろ
い
話
が
聞
け
ま
す
。

●
日

時　
３
月
26
日
土・

14
時
～
15
時

●
定

員　
30
人

　
朗
読
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

第
11
回

　

参
加
者
が
お
気
に
入
り
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
初
め

て
の
方
も
参
加
、
見
学
で
き

ま
す
が
、申
込
が
必
要
で
す
。

●
日

時　
３
月
27
日
日・

10
時
～
正
午

　

図
書
館
員
お
は
な
し
会

●
日

時　
４
月
２
日
土・

11
時
～
11
時
30
分

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は

電
話

■
忘
れ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

図
書
館
内
で
の
忘
れ
物
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
心
当
た

り
が
あ
る
人
は
、
職
員
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
期
間
終
了
後

は
処
分
し
ま
す
。

●
展
示
期
限　
３
月
31
日
木

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　３月14日月、22日火、
28日月、30日水、４月４日月

開館時間　９時30分～19時

北をめざして 動物たちの大旅行

冬の北極は暗く、雪と氷の世
界。でも春になって太陽が顔
を出すと、世界中から動物が
北極をめざして集まってきま
す。極地の驚くべき豊かさと、
自然の恵みを実感する絵本。

光陰の刃
西村健・著

三井財閥の創始者・團
だ ん た く ま

琢磨。
血盟団の指導者・井上日

にっしょう

召。
日本を動かす企業家と、日本
を揺るがすテロリスト。出会
うはずのなかった2人の男の
生き様と一瞬の交錯を描く。

注
目
の
本

　昨年九州大会に出場した、近隣でも有数の強豪チームです。西小学校を
拠点に小学生13人で活動しています。「誠実であれ」「努力せよ」「闘志を持
て」をモットーに、週３回の練習に励むチームの特筆すべきはそのあいさつ。
取材の前後に誰から言われるでもなく全員が集合し、大きな声と笑顔であい
さつをしてくれました。
　しかし、練習が始まると表情は一変。コーチの指導に真剣に耳を傾けなが
ら、次の人にパスをつなぐ思いやりのバレーに取り組んでいました。
　今年４人の６年生が卒業するチームは新入部員を募集中です。西小、南小、
北小でバレーボールに興味がある小学生のみんな、１度見学に来てみませんか。

●問 合 先　大谷携帯
　☎０９０（７３８７）９０９９

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

ボールに思いやりを込めて次の人へ

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

中間西少女バレークラブ

（一般書）

ニック・ドーソン・さく　パトリック・ベンソン・え

（児童書）
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着
飾
ら
ぬ
友
と
語
ら
い
大
切
に
老
い
行
く
我
の
命
の
糧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

嫁
し
ゆ
き
し
子
に
は
頼
れ
ず
手
抜
き
す
る
こ
つ
覚
え
た
り
夫
逝
き
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

初
詣
に
誰
ぞ
撞つ

く
の
か
鐘
の
音
人
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
と
ど
け
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

恵
美
子

春
よ
こ
い
笑
み
を
う
か
べ
て
早
く
こ
い
小
鳥
は
歌
う
花
は
香
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
山
町	

柴　

田　

キ
ヌ
子

菜
園
の
大
根
抜
け
ば
霜
降
り
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
よ
う
冬
の
朝
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
岡	

金　

子　

純　

子

下
野 

惠
助
選

短 

歌

玄
関
の
要
と
な
り
し
実
万
両

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

元　

満　

敏　

悌

新
婚
の
懐
妊
告
ぐ
る
お
元
日

　
　
　

中
央
三
丁
目	

末　

次　
　

哲　

寒
の
月
わ
が
靴
音
の
付
き
来
る

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

林　

千　

恵　

子

大
雪
や
食
堂
に
湯
を
滾た

ぎ

ら
せ
て

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

高　

橋　

佳
與
詩

冬
耕
の
お
の
づ
か
ら
湧
く
力
か
な

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

此　

元　

多
津
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 

句

朝
寝
坊
し
た
後
か
ら
が
忙
し
い

　
　
　

中
間
三
丁
目	

宮　

川　

佳　

子

今
晩
は
差
し
つ
差
さ
れ
つ
雪
見
酒

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

成　

重　

広　

志

紅
白
は
カ
タ
カ
ナ
英
語
舟
を
漕
ぐ

　
　
　

中
間
三
丁
目	

花　

川　

民　

子

淋
し
く
は
な
い
よ
と
猫
を
抱
い
て
言
う

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

和　

田　

澄　

雄

サ
プ
リ
な
ど
要
ら
ぬ
い
り
こ
を
噛
み
し
め
る

　
　
　

中
間
三
丁
目	

古　

野　

つ
と
む

吉
富 

廣 

選

川 

柳

History
筑紫遺愛集巻十三

第 48 回

　

江
戸
中
期
に
な
る
と
、
幕
府
や
各
藩

が
、
義ぎ

じ
ん人
、
忠
義
者
な
ど
を
表
彰
し
、

表
彰
者
の
略
伝
を
書
物
に
記
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
政
策
に
は
、
封
建
支

配
を
進
め
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
、
現
代
に
遺
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
書
籍
は
、
歴
史
の
表
舞
台
に
立
た
な

い
庶
民
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
す
。
親
孝
行
を
し
た
者
、

長
生
き
を
し
た
者
な
ど
、
商
人
や
農
民

の
当
時
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
藩
で
も
、
寛
保
元（
１
７
４
１
）

年
に
「
筑
前
国
孝こ

う
し子
良
民
伝
」（
竹
田

定
直
著
）が
、
寛
政
６
（
１
７
９
４
）年

に
「
筑
前
国
孝
子
良
民
伝
続
編
」（
竹

田
定
良
著
）が
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
間
市
に
あ
る
惣
社
宮
の
社
司
、
伊
藤

道
保
に
よ
り
「
筑
紫
遺
愛
集
」
が
慶
応

４（
１
８
６
８
）年
に
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
保
は
、
寛
政
４
（
１
７
９
１
）年

に
生
ま
れ
、
幕
末
を
経
て
、
明
治
４

（
１
８
７
１
）年
に
80
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。「
筑
紫
遺
愛
集
」
は
最
晩
年
の

作
で
す
。な
お
、道
保
は「
筑
紫
遺
愛
集
」

を
藩
主
黒
田
長な

が
と
も知
に
献
上
し
、
褒
美
と

し
て
、
富
士
山
の
御ご

え

い

か

詠
歌
が
御ご

せ
ん
ぴ
つ

染
筆
さ

れ
た
も
の
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
貴
重
な
書
籍
を

記
し
た
道
保
で
す
が
、
大
参
事
立
花

増ま
す
み美
や
権
大
参
事
小お

ご
う河
愛
四
郎
な
ど

県
の
重
鎮
や
、
伊
藤
常つ

ね
た
り足
な
ど
地
域
の

偉
人
と
も
交
流
が
深
い
と
い
う
一
面
も

あ
り
、
か
な
り
の
文
化
人
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文芸歳時記
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伊
藤
道み

ち
や
す保
と
『
筑
紫
遺い

あ
い
し
ゅ
う

愛
集
』

知られざる中間の歴史を

ひも解きます。
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入
園
・
入
学
予
定
の
子
ど
も
の

予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か

　

幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
に
通
い

始
め
る
と
、
活
動
範
囲
が
広
が
り
、

感
染
症
に
か
か
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
の
「
予
防
接

種
の
記
録
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
予
防
接
種
の
う
ち
、
ま
だ

受
け
て
い
な
い
接
種
が
あ
れ
ば
、

医
師
と
相
談
し
、
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）２
期

●
対

象　

平
成
21
年
４
月
２

日
～
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

●
接
種
回
数　
１
回

●
無
料
接
種
期
間　
３
月
31
日
木

ま
で

※
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
有
料
で
の

接
種（
１
万
円
程
度
）に
な
り
ま
す
。

四
種
混
合

●
無
料
接
種
期
間　
３
か
月
か
ら

７
歳
５
か
月
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
有
料
で
の
接

種（
１
万
円
程
度
）に
な
り
ま
す
。

●
接
種
回
数　
初
回
３
回
、
追
加

１
回
の
合
計
4
回

※
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
途
中
ま
で
受

け
て
い
て
、
合
計
4
回
の
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
人
は
、
か
か
り

つ
け
の
小
児
科
や
保
健
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
）と

不
活
化
ポ
リ
オ
を
合
わ
せ
た
ワ
ク
チ

ン
の
こ
と
を
指
し
、
平
成
24
年
11
月

か
ら
定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
脳
炎

●
無
料
接
種
期
間　
６
か
月
か
ら

７
歳
５
か
月
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
有
料
で
の
接
種

（
７
、０
０
０
円
程
度
）に
な
り
ま
す
。

●
接
種
回
数　
初
回
２
回
、
追
加

１
回
の
合
計
３
回

※
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
の
中
に

は
、
一
時
期
の
接
種
案
内
差
し
控

え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
１
期
・
２

期
の
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
が
い
ま
す
。
現
在
は
、
20
歳
の

誕
生
日
前
日
ま
で
無
料
接
種
が
で

き
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確
認

し
、
医
師
と
相
談
の
う
え
、
不
足

分
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
受
診
可
能
病
院
の
追
加

　

松
尾
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
で
も
高

齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
合
先　
松
尾
耳
鼻
咽
喉
科

医
院（
中
央
五
丁
目
２
‐
12
）

　
☎（
２
４
６
）２
６
０
３

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

Nakama's
キッチン

中間市食生活改善推進会（緑の会）
の監修により、からだに優しいレ
シピを紹介しています。

４月の子育てカレンダー
８日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
11日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

12日火
わんぱく広場 10:00 ～ 11:30
離乳食教室 受付9:30 ～ 10:00

20日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
21日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
28日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

今月のレシピ

豆腐のピリ辛

エネルギー：309㎉
食塩：2.6g

①　�豆腐は水切りし、食べやすい大きさに切り、全面に片栗粉をまぶす。フライ
パンに油を熱し、豆腐を入れて揚げ焼きにする。焼き色が付いたら取り出す。

③　器に盛り、小ねぎをのせる。

②　�同じフライパンに、みじん切りしたにんにく、しょうが、豆板醤を入れて
炒め、香りが出てきたら、同じくみじん切りした長ねぎ、玉ねぎを入れる。
しなっとなったらケチャップも入れて炒め、Aで調味する。豆腐を戻し入
れ、ごま油、ラー油、酢を入れる。

作り方

豆腐…２丁（600g）、にんにく…２片、しょうが…１片、
豆板醤…大さじ１１／２、長ねぎ…１本、玉ねぎ…１個、
ケチャップ…60g、サラダ油…大さじ４、
Ａ（鶏がらスープ…100㎖、しょうゆ…大さじ１、酒…大
さじ１、砂糖…小さじ２）、
ごま油…小さじ２、酢…少々、ラー油…小さじ２、片栗粉
…適量、小ねぎ…適量

材料（４人分）
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今月のテーマ

ご
存
じ
で
す
か

鼻
か
ら
行
う
内
視
鏡
検
査

　

こ
れ
ま
で
、
内
視
鏡
は
口
か
ら

挿
入
す
る
も
の
が
一
般
的
で
、
内

視
鏡
検
査
に
抵
抗
感
・
恐
怖
感
を

持
つ
人
が
多
数
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
で
は
、
外
径
が
約
５
㎜

の
細
い
内
視
鏡
が
登
場
し
、「
経

鼻
内
視
鏡
検
査
」
と
い
う
鼻
か
ら

挿
入
す
る
検
査
方
法
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
癌
は
早
期
に
発
見
・
治

療
を
す
れ
ば
、
治
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
負
担
の
少
な
い
経

鼻
内
視
鏡
の
登
場
に
よ
り
、
内
視

鏡
検
査
が
さ
ら
に
身
近
に
な
り
、

癌
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
口
内
視
鏡
と
経
鼻
内
視
鏡
の
違
い

■
内
視
鏡
径　
経
口
内
視
鏡
の
直

径
は
８
～
９
㎜
。
細
径
経
鼻
内
視

鏡
は
５
～
６
㎜
と
約
半
分
で
す
。

■
内
視
鏡
の
仕
様　

細
径
経
鼻

内
視
鏡
で
も
通
常
の
経
口
内
視

鏡
と
同
等
の
仕
様（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
、 

ラ

イ
ト
ガ
イ
ド
、
送
気
、
吸
引

（
生せ

い
け
ん
こ
う
し
こ
う

検
鉗
子
孔
）な
ど
）が
装
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
機
能
は

経
口
内
視
鏡
に
比
べ
劣
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ポ
リ
ー
プ
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
、
経
鼻
内
視
鏡
で
も
組

織
採
取
は
可
能
で
す
が
、
早
期
胃

癌
の
内
視
鏡
的
治
療
な
ど
は
、
鉗

子
孔
な
ど
が
小
さ
く
、
切
除
用
処

置
具
の
通
過
が
困
難
で
あ
り
、
原

則
と
し
て
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

■
患
者
の
苦
痛
度　
経
鼻
内
視
鏡

は
、
内
視
鏡
が
舌
の
つ
け
根
を
通

ら
ず
、
の
ど
に
も
触
れ
な
い
の
で
、

経
口
の
内
視
鏡
検
査
に
比
べ
、
検

査
時
の
吐
き
気
や
不
快
感
が
大
幅

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
経

鼻
内
視
鏡
は
一
般
の
内
視
鏡
と
比

較
す
る
と
画
質
が
や
や
劣
り
、
ま

た
、
前
述
の
よ
う
に
行
え
る
処
置

も
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ

ん
の
容
態
に
よ
っ
て
は
、
鼻
か
ら
の

挿
入
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
経
鼻
内
視
鏡
と
経
口
内
視
鏡
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
り

ま
す
。
担
当
医
の
先
生
と
よ
く
相

談
し
、
ど
ち
ら
の
検
査
を
受
け
る
か

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

経鼻内視鏡

産業医科大学病院第一外科

田村 利尚 医師

医
療
講
座

第
102
回

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

経口 経鼻
嘔吐感 強い ほとんど無い

挿入時のつらさ 気になる あまり気にならない
息苦しさ 気になる あまり気にならない
腹満感 気になる あまり気にならない

検査中の会話 できない できる
組織採取 できる できる

大きな病巣の切除 できる できない（原則的）

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
広報広聴係宛にメールでご応募ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

「好き」が高じてコスメを販売しています

　昨年６月に県道沿いにオープンし
た「北屋」。服の専門店かと思いきや、
中に入ってビックリ。バイク好きの店
長がこだわり抜いた服をかき分けた
奥に、所狭しと並べられたコスメ商
品の数々が目に飛び込んできます。
　中でもおすすめは、リピーター率
が最も高いというシアバターやヤギ
のミルクで作られているという洗顔
用石けん。洗顔用とはいえ、頭から
つま先まで使えるこの石けんは、肌
への刺激が強いアルコールや、毛穴
詰まりの原因となる鉱物油を一切使
用していません。保湿成分がたっぷ
りなので、アトピーのお子さんや乾
燥肌の人が愛用しているそうです。

　ほかにも、芦屋にあるヒーリング
スペース AVA の自社ブランド製品
を専門店以外では唯一取り扱うお店
として、多くの人に喜ばれています。
肌への優しさを徹底的に貫いた商
品を手に取ってみませんか。

ＭＥＭＯ

〒809-0030
中間市中央一丁目1-19
☎093（244）5319
開店時間　11：00～ 20：00
定休日　祝日を除く水曜日
化粧品検定の資格を持つ店員さんの
ボディマッサージの無料体験実施中。

北屋（KITAYA）
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ワ
ン
マ
ン
運
転
を
実
施
し
ま
す

　
筑
豊
電
気
鉄
道
で
は
、
３
月
12

日
土
か
ら
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
実
施

し
ま
す
。
ワ
ン
マ
ン
列
車
で
は
、

運
転
台
横
の
扉
か
ら
降
車
し
て
く

だ
さ
い
。
平
日
の
朝
・
夕
方
は
、

運
転
士
と
車
掌
で
運
行
し
ま
す
。

　

低
床
式
電
車
を
追
加
導
入

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
低
床
式
電

車
の
２
編
成
目
の
運
行
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

低
床
式
電
車
は
、
高
齢
者
、
体

の
不
自
由
な
人
が
乗
降
し
や
す
い

よ
う
に
、
駅
ホ
ー
ム
か
ら
車
両
床
面

ま
で
の
段

差
が
ほ
と

ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
機

会
に
低
床

式
車
両
に

乗
っ
て
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　
筑
豊
電
気
鉄
道

　
☎（
６
１
９
）３
０
７
７

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
青
年
海
外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
４
月
１
日
金
～
５

月
９
日
月

●
問
合
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

　
☎（
６
４
３
）５
９
３
１

〇
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://www.jica.go.jp

中
間
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す

　

チ
ー
ム
で
も
個
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
個
人
の
参
加
者
は
、
当
日

に
チ
ー
ム
編
成
を
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。

●
日

時　

４
月
21
日
木（
雨

天
時
は
22
日
金
に
延
期
）

※
雨
天
時
は
８
時
以
降
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
場

所　
太
陽
の
広
場

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
で
活
動
を
し
て
い
る
人

●
申
込
締
切　
４
月
14
日
木

●
問
合
先　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）と
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
か
ら
受
け
る
暴
力
で
す
。
身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、

脅
す
、
電
話
や
外
出
を
制
限
す
る

な
ど
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。１
人
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
各
受
付
時
間

は
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

　
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

15
分（
祝
日
を
除
く
平
日
の
み
）

　
☎（
２
０
１
）２
８
２
０

　

福
岡
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談　

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

●
受
付
時
間　

９
時
～
17
時（
８

月
13
日
～
15
日
を
除
く
）

※
祝
日
を
除
く
金
曜
日
は
18
時
～

20
時
30
分
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）１
２
６
６

　

福
岡
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力　

　

相
談
電
話

●
受
付
時
間　

17
時
～
24
時（
土

曜・日
曜
日
、祝
日
は
９
時
～
24
時
）

　
☎
０
９
２（
６
６
３
）８
７
２
４

北
九
州
市
営
バ
ス
運
転
者
を

募
集
し
ま
す

　
応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　
昭
和
27
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
大
型
自
動

車
第
二
種
免
許
を
持
つ
人

※
３
月
17
日
木
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
を
含
み
ま
す
。

●
勤
務
開
始
日　
５
月
２
日
月

●
試
験
日　
３
月
27
日
日

●
採
用
予
定
数　
15
人

●
申
込
・
問
合
先　
北
九
州
市
交

通
局
総
務
経
営
課

　
☎（
７
７
１
）８
４
０
１

若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
習
得

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校

な
ど
へ
の
進
学
が
困
難
な
人
に
、

次
の
と
お
り
無
利
子
で
修
学
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
条
件

○
市
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ
の
子

で
、
専
修
学
校
な
ど
に
入
校
し

た
年
度
の
前
年
度
に
中
学
校
ま

た
は
高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
高
校
を
中
退
し
た
人

○
平
成
28
年
度
に
対
象
の
専
修
学

校
の
専
門
課
程（
修
学
年
限
１

年
以
上
２
年
未
満
）、
専
修
学

校
の
高
等
課
程
、
一
般
課
程
ま

た
は
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
）に
進
学
す
る
人

○
中
間
市
若
年
者
専
修
学
校
等
技

能
習
得
資
金
貸
与
要
綱
に
当
て

は
ま
る
人

●
連
帯
保
証
人　
原
則
と
し
て
県

内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を

営
む
成
年
者
の
中
か
ら
１
人
を

た
て
る
こ
と

※
申
請
者
が
未
成
年
の
場
合
は

申
請
人
の
親
権
者
ま
た
は
後
見

人
と
し
ま
す

●
収
入
基
準　
生
活
保
護
基
準
額

の
1.5
倍
以
下

●
貸
付
金
額

○
入
校
支
度
金
…
１
０
０
、０
０
０
円

○
修
学
資
金（
月
額
）
…
専
門
課

程
５
３
、０
０
０
円
、
そ
の
ほ

か
の
課
程
３
０
、０
０
０
円

●
返
還
期
間　
在
学
期
間
の
３
倍

の
期
間
内

●
申
込
方
法　
人
権
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
請
書
な
ど
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人
権
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間　
４
月
１
日
金
～
５

月
２
日
月

●
問
合
先　
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す

　
犬
の
飼
い
方
を
、
講
習
と
実
技

で
説
明
し
ま
す
。
電
話
で
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
３
月
28
日
月
・
13

時
30
分
～
16
時（
受
付
は
13
時
～
）

●
場

所　
宗
像
総
合
庁
舎

　
（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　
約
30
人
・
先
着
順

●
申
込
締
切　
３
月
23
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

福
岡
県
地
域
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す

　
防
災
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
参
加
無
料
で
す
。

●
日

時　
３
月
19
日
土
・
13

時
～
16
時

●
場

所　
石
橋
文
化
セ
ン
タ

ー
（
久
留
米
市
野
中
町
１
０
１
５
）

●
申
込
方
法　
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
３
月
18
日
金
・
13
時

●
定

員　
467
人
・
先
着
順

●
申
込
・
問
合
先　
県
消
防
防
災

指
導
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
１
３

　
℻
０
９
２（
６
４
３
）３
１
１
７

〇
メ
ー
ル
…

　

boushi@pref.fukuoka.lg.jp

３月１日から運行している
新色の低床式電車。
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国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

○
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

●
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

●
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
１
日

金
・
９
時
～
13
日
水

○
郵
送
、
持
参
…
４
月
１
日
金
～

４
日
月
・
消
印
有
効

※
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験
日　
５
月
29
日
日

●
問
合
先

○
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

○
福
岡
国
税
局

　
☎
０
９
２（
４
１
１
）０
０
３
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

裁
判
所
職
員
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

　
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
最

寄
り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
る

受
験
案
内
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
区
分

①
総
合
職
試
験（
裁
判
所
事
務
官
、

院
卒
者
区
分
）

②
総
合
職
試
験（
裁
判
所
事
務
官
、

大
卒
程
度
区
分
）

③
総
合
職
試
験（
家
庭
裁
判
所
調

査
官
補
、
院
卒
者
区
分
）

④
総
合
職
試
験（
家
庭
裁
判
所
調

査
官
補
、
大
卒
程
度
区
分
）

⑤
一
般
職
試
験（
裁
判
所
事
務
官
、

大
卒
程
度
区
分
）

●
採
用
予
定
官
職

○
①
②
⑤
…
裁
判
所
事
務
官

○
③
④
…
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補

●
受
付
期
間

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
４
日

月
・
10
時
～
13
日
水

〇
郵
送
…
４
月
４
日
月
～
６
日

水
・
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
日　
６
月
５
日
日

●
問
合
先

〇
①
②
⑤
…
福
岡
地
方
裁
判
所

　
☎
０
９
２（
７
８
１
）３
１
４
１

〇
③
④
…
福
岡
家
庭
裁
判
所

　
☎
０
９
２（
５
１
０
）０
４
０
３

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.courts.go.jp/saiyo/
index2.html

労
働
基
準
監
督
官
を

募
集
し
ま
す

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

〇
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

〇
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

●
採
用
予
定
数

○
労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
）

…
約
160
人

○
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）

…
約
40
人

●
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
4
月
１
日

金
・
9
時
～
13
日
水

○
郵
送
、
持
参
…
４
月
１
日
金
～

４
日
月

※
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験
日　
５
月
29
日
日

●
問
合
先　
福
岡
労
働
局

　
☎
０
９
２（
４
１
１
）４
７
４
１

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/
saiyo.html

「
子
育
て
女
性
再
就
職
支
援
」

出
張
面
接
相
談
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
福
岡
県
子
育
て
女
性

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、「
子

育
て
女
性
就
職
支
援
面
接
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
育
児
や
介
護
な

ど
家
庭
の
都
合
で
仕
事
を
辞
め
た

も
の
の
、「
ま
た
働
き
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
女
性
の
就
職
活
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
就
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
就
業
相
談
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
毎
月
第
２
木
曜
日・

10
時
～
正
午

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
に
行
い

ま
す
。

※
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
先　
県
北
九
州
労
働
支

援
事
務
所

　
☎（
５
７
１
）６
４
４
０

●
場
所
・
問
合
先　
人
権
セ
ン
タ

ー
（
岩
瀬
一
丁
目
17
‐
1
）

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

暴
力
団
被
害
集
中
相
談
を

行
い
ま
す

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被

害
者
の
早
期
救
済
を
目
的
と
し

た
、
面
接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
警
察
、
弁
護

士
会
、
県
暴
追
セ
ン
タ
ー
、
福
岡

市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
連
携
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時　
４
月
16
日
土
・
10

時
～
16
時

●
場

所　
北
九
州
市
安
全
・

安
心
相
談
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北

区
城
内
１
‐
１
）

　
☎
０
９
３（
５
８
２
）２
１
４
０

●
問
合
先　
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）８
９
３
８

就
業
支
援
・
養
育
費
電
話
相
談

な
ど
を
実
施
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
支
援
相
談

　

市
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
ま
た
は
父（
い
ず
れ
も
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
）を
対
象
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
業
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
相
談
す
れ
ば
、
平
日
の

9
時
～
17
時
に
就
業
支
援
相
談
員

が
市
役
所
な
ど
に
出
向
い
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日
は
9
時

～
16
時
に
春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

　

養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

　

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
人
な
ど
を
対
象
に
専
門

相
談
員
が
養
育
費
に
関
す
る
電
話

相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
平
日
・
９
時
～
16
時

　

出
張
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
、

出
張
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

に
予
約
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
日
時

○
宗
像
市
役
所
…
毎
月
第
１
・
第

３
水
曜
日
・
10
時
～
15
時

○
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎
…
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
・
13
時
～

15
時

※
い
ず
れ
も
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
き
ま
す
。

●
問
合
先　
県
ひ
と
り
親
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０
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子育て支援センターで行われた節分イベント。今年は、95
人の親子が参加しました。豆まきをして、鬼さんを追い払
う予定でしたが……子どもたちは大泣き！パパやママの陰
に隠れて、鬼さんを追い払える状況ではありませんでした。
そんな時、なかっぱが登場し、子どもたちを救出。最後には、
優しくなった鬼さんとみんなで記念撮影をし、仲良しにな
りました。今年もみんなが健康で元気に過ごせますように。

節分で鬼退治！？

第６回遠賀川景観写真コンテスト・第６回遠賀川スケッチ
コンクールの入賞作品（約30点）が市民図書館で展示さ
れました。小学生、中学生、一般から応募された作品は、
遠賀川流域の味わい深い情景を上手く表現していました。
遠賀川の写真・スケッチを制作すること。そして、鑑賞す
ることは、ふるさとの恵みである遠賀川について考える良
い機会になったのではないでしょうか。

遠賀川景観写真・スケッチ展示２／５

２／１

遠賀川水源地ポンプ室などを巡るロケのため、中間市出
身の女優、大野いとさんが帰郷し、テレビ撮影を行いまし
た。大野さんは、生まれ育った街並みに世界遺産があるこ
とに感慨深げでした。今回撮影された内容は、世界遺産
登録記念番組「海を越えた蒸気機関～オーダーＮｏ6314」
と題して、女優の高田万由子さんとのダブル出演で、３月
27日日にＢＳフジで放送されます。ぜひご覧ください。

大野いとさんが中間市内でロケ２／17

市長が出前講座を開催２／12

ボランティア連絡協議会「もやいの会」を前に、松下俊男市
長が出前講座を行いました。市長は、自治会や老人会など
「もやいの会」に所属する団体に、財政状況の現状とそれ
を踏まえた今後の展望、人口の減少に伴う地方創生の先
行きなどについて説明がありました。もやいの会の皆さん
からは、教育現場で子どもたちにボランティア精神を養っ
てもらいたいなど、「現場の声」が伝えられました。

～生まれ育ったまちに世界遺産が～

～大声で泣いちゃいました～

～遠賀川の魅力を感じる～

～知恵を出し合ってまちづくりを～
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第５回中間市ペタンク大会

皆さんはペタンクを知っていますか。３人１チームで対戦す
るニュースポーツです。目標球と呼ばれる球にどれだけチ
ームの球を近づけられるかを競うこのスポーツは、床上の
カーリングとも呼ばれ、頭脳戦が繰り広げられます。この
日は、11チーム80人以上が参加。目標球にぴたりと寄せ
たスーパーショットや、自チームを邪魔してしまうようなミス
ショットに一喜一憂しながら、真剣勝負を楽しみました。

２／１

なかまde 100人家族会議

講師は、テレビのコメンテーターとしても活躍中の九州大
学助教の佐藤剛

ご う し

史さん。FBSなどの取材が入るというメデ
ィアも注目する中、「家族」をテーマに会議が開かれました。
出会い、結婚、出産、子育て…。さらに、結婚観の情報交
換や晩婚・非婚・少子化の解決方法など、議論は深まって
いきます。既婚者の家庭事情や独身者の結婚への思いな
ど、佐藤先生に導かれながら盛り上がりました。

２／ 11

平成18年から毎年開催されているこの講演会。今年も福
岡県立大学の小嶋秀

ひ で き

幹さんを講師に迎え、「若年者のひき
こもり」について、講話と演劇を行いました。共感と受容の
大切さ、また、本人や家族だけでなく地域が一体となって
取り組むことの重要性が説かれました。相談できる病院や
期間、専門家は身近に存在します。重い気持ちを少しでも
楽にするための場所があることを知ることができました。

こころの健康づくり講演会２／６
～ひきこもりはお助け隊に任せて～

～スーパーショットを魅せつけろ～

郷土史講座２／７

朝の連続ドラマで放送中の「あさが来た」の影響か、定員を
大きく上回る50人が参加しました。飯塚市歴史資料館館長
の嶋田光一さんは、安川敬一郎、麻生太吉に貝島太助を加
えた筑豊御三家と肩を並べ、中間市の主要な炭鉱の経営者
だった伊藤傳右エ門や、実業家として日本女子大学や大同
生命を創立し、飯塚の炭鉱の経営にも携わった広岡浅子の
歴史をひも解き、参加者は熱心に聞き入っていました。

～傳
で ん え も ん

エ門と中間市の関わり～

～世代を超えたネットワークを作ろう～
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有
料
広
告
欄

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

　
ウ
イ
ッ
チ
＆
く
る
っ
と
・
コ
ン
ク

ー
ル
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
わ

や
か
な
春
の
風
に
の
っ
て
歌
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
４
月
10
日
日
・
14

時
～
（
開
場
は
13
時
30
分
～
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料　
１
、０
０
０
円

●
内

容

〇
中
田
喜
直
作
品

〇
女
性
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

「
花
に
寄
せ
て
」

〇
ボ
ブ
・
チ
ル
コ
ッ
ト
の
世
界

〇
心
に
残
る
歌

●
問
合
先　
森
永
携
帯

　
☎
０
９
０（
７
４
４
５
）４
９
７
９

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

●
開
講
日
時

○
入
門
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
全
く
わ

か
ら
な
い
人
）
…
４
月
12
日
火
・

19
時
～
20
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
火
曜
日
に
月
３
回
。

○
初
級
ク
ラ
ス（
韓
国
語
を
少
し
習

っ
た
こ
と
が
あ
る
人
）
…
４
月
15

日
金
・
19
時
～
20
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
金
曜
日
に
月
３
回
。

○
中
級
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
あ
る
程

度
話
せ
る
人
）
…
４
月
13
日
水
・

15
時
～
16
時
30
分

※
以
降
、
毎
週
水
曜
日
に
月
３
回
。

●
場

所　
遠
賀
韓
国
会
館

　
（
水
巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

※
専
用
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

●
定

員　

各
ク
ラ
ス
20
人
・

先
着
順

●
受
講
料　
月
額
２
、５
０
０
円

※
入
学
金
は
無
料
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎（
２
０
１
）１
８
２
３

瑞ず
い
ほ
う宝
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
in
中
間
を

開
催
し
ま
す

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
演
奏
経

験
が
あ
る
、
知
的
障
が
い
者
和
太

鼓
プ
ロ
集
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
小
山
博

孝
写
真
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
３
月
26
日
土
・
14

時
開
演（
開
場
は
13
時
30
分
～
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

２
、０
０
０
円（
大

人
・
前
売
券
）

※
高
校
生
以
下
の
人
、
障
が
い
が

あ
る
人
は
１
、０
０
０
円
で
す
。

※
当
日
券
は
各
500
円
増
し
で
す
。

●
託

児　
500
円（
保
険
料
、
飲

食
料
）

●
申
込
締
切　
３
月
19
日
土

●
申
込
・
問
合
先　
新
生
わ
く
わ
く
会

　
☎（
２
４
５
）７
０
０
１

Ｊ
リ
ー
グ
の
２
０
１
６

シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
し
た

　

ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
と
中
間

市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
フ
レ
ン
ド
リ

ー
タ
ウ
ン
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ

北
九
州
の
各
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
50

人
を
無
料
で
招
待
し
ま
す
。
観
戦

を
希
望
す
る
人
は
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
は
、
１
試
合
に
つ
き
１
人
１
回

（
チ
ケ
ッ
ト
５
枚
）ま
で
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
熱
い

戦
い
を
会
場
で
観
戦
し
ま
し
ょ
う
。

●
場

所　
本
城
陸
上
競
技
場

　
（
八
幡
西
区
御
開
四
丁
目
16
‐
１
）

●
問
合
先　
株
式
会
社
ギ
ラ
ヴ

ァ
ン
ツ
北
九
州

　
☎（
８
６
３
）６
７
７
７

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

 http://www.giravanz.jp/ 

看
護
職
な
ど
に
従
事
す
る

皆
さ
ん
へ

　
看
護
師
等
免
許
保
持
者
の
届
出
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
看
護
職（
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
）の

復
職
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

看
護
職
が
離
職
時
な
ど
に
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
へ
届
出
を
行
う
も
の
で
す
。

離
職
し
た
看
護
職
の
状
況
を
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
が
把
握
す
る
こ
と
で
、

復
職
を
希
望
す
る
人
の
支
援
や
医

療
機
関
な
ど
の
紹
介
、
生
活
に
合
わ

せ
た
働
き
方
の
提
案
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
・
育
児
な
ど

で
現
場
を
離
れ
た
た
め
、
復
職
が
不

安
な
人
に
技
術
研
修
な
ど
を
行
い
、

復
職
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https:www.fukuoka-kango.or.jp

　

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
を　

　

実
施
し
ま
す

　

訪
問
看
護
に
必
要
な
基
本
的
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
研
修
で
す
。

●
開
催
期
間　
６
月
１
日
水
～
10

月
５
日
水
の
う
ち
25
日
間

●
時

間　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
会

場

〇
講
義
・
演
習
…
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

〇
実
習
…
県
内
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
保
健
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
健
・
福
祉
施
設
な
ど

●
受
講
対
象
者　
訪
問
看
護
に
従

事
し
て
３
年
未
満
の
看
護
職
員

※
従
事
予
定
者
を
含
み
ま
す
。

●
募
集
人
数　
50
人

●
参
加
料　
５
０
、０
０
０
円

●
応
募
締
切　
４
月
28
日
木

●
応
募
・
問
合
先　
福
岡
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
東
区
馬

出
四
丁
目
10
‐
１
）

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp
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三姉妹の一番下だけど家族みんなのア
イドル杏月ちゃん！たくさんたべておっ
きくなーれ！

わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、広報広聴係にメールで応募して
ください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メ

ッセージ（50 ～ 70 字）

H27. ３.31 生　（星ヶ丘）
平
ひ ら た

田 杏
あ づ き

月ちゃん

少食で小柄ちゃんだけど人一倍元気！こ
れからも笑顔いっぱい見せてね。

H27. ４.11 生　（岩瀬）
久
く ぼ

保 綾
あ や め

芽ちゃん

わが家の

すこやか
ちゃん

12 月 累計
件 数 18 件 276 件
死 者 0 人 0 人
負傷者 24 人 375 人

１月 累計
建 物 1 件 1 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 0 件
その他 0 件 0 件
件 数 1 件 1 件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■ 公 共 施 設 問 合 先 ■

■ 火 災 発 生 件 数 ■

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■

■ 人 の 動 き ■
平成 28 年１月末現在（前月比）

○人 口…43,222 人（－ 48）
○ 男 …20,108 人（－ 35）
○ 女 …23,114 人（－ 13）
○世帯数…20,457 世帯（－ 25）

平成 27 年 12 月末現在

教
え
て
職
員
さ
ん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し

て
、
ま
だ
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ー
ド
に
は
、
新
し
い
住
所
が
記
載
さ
れ

て
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
。

市
内
の
転
居
で
あ
れ
ば
、
転
居
前
の
住

所
で
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
新
住

所
を
裏
書
き
す
る
こ
と
で
交
付
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

　
ま
た
、
市
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
、
新
し

い
住
所
地
で
転
入
の
届
け
出
を
し
た
後
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
再
度
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
新
し
い
住
所

地
の
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民課の下田代です。
転入・転出の手続きや
マイナンバーカードに
ついてなど、気軽にお
尋ねください。

私がお答えします
Ａ
．

Ｑ
．
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■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

37円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

▶ケーブルテレビの J:COMをご存じですか。
実は１月から、J:COMチャンネル（11ｃｈ）のデ
イリーニュースに電話出演して、中間市のイベ
ント情報などをお知らせいています。アドリブが
効かない、原稿棒読みの出演ですが、J:COMに
加入している皆さんはぜひご視聴ください。広
報って広報なかまを作るだけじゃないんだ…と、
改めてその奥深さを知る今日この頃です。（講）
▶「観光元年」と定めた平成27年度。ポンプ室
の世界遺産登録を機に、中間市のメディアへの
露出量や観光客数が急増しました。また、田中
理恵さんや高田万由子さん、大野いとさんなど
の著名人が市を訪れる機会も増えています。世
界遺産への登録で得た、この良い流れを「観光
２年」も継続するために、市のPRを推進します。
市の魅力を市外・県外に発信し、人の笑顔があ
ふれる中間市を目指します。（翔）

編集後記

毎年３月に行う１市４町合同企画。毎回テーマにつ
いて悩むのですが、今年はありがたいことに、中
間市の世界遺産登録を記念した企画に即決でした。
遠賀川水源地ポンプ室を中間市に建設した理由の
１つが、産炭地であったことです。石炭でつながっ
ていたふるさとを象徴する１ページです。

今月の表紙

　広く行政について知っていただき、また、
市民の皆さんの生の声を直接うかがう機会
の１つに出前講座があります。公務などが
集中し、なかなか開催できないのですが、
今回は主に、高齢者のみまわりの実態につ
いて意見や要望をお聴きしています。
　昨今注目されている「地方創生」とは、
地方が知恵を出し合って新たなことにチャ
レンジし、地域を盛り上げていくことです。
また、私が常々口にしている「元気な風」
とは、１つの目標に向かって頑張る人の姿
のことです。
　１つでも多くの知恵を結集してより良い
まちづくりにつなげ
ていくため、皆さん
のご意見をお寄せく
ださい。

市長のあしあと

忘れないで、今月の納付・納税
●国民健康保険税（10期）
●保育料（３月分）
●介護保険料（12期）
●後期高齢者医療保険料（９期）

日 曜 ４　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 金

2 土
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 ～ 11:30）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）

3 日 ○休日窓口開設　市役所１階　（9:00 ～ 12:00）
○市税などの休日納付窓口の開設　収納課　（9:00 ～ 12:00）

4 月
5 火
6 水 春の交通安全県民運動（15日まで）
7 木
8 金
9 土
10 日 環境美化の日

11 月 ○市内中学校入学式　各中学校体育館　（10:00 ～）
12 火 ○市内小学校入学式　各小学校体育館　（10:00 ～）

13 水
○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○ベビーマッサージ教室　子育て支援センター　（10:30 ～ 11:30）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

14 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（12日までに要予約）　人権センター　（10:00 ～ 12:00）
○民生委員児童委員協議会　保健センター　（14:00 ～）

15 金 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）

16 土 ○子ども読書の日特別おはなし会　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）

17 日
○第8回やっちゃれビーチボールバレー大会　体育文化センター　（9:00 ～）
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）
○ハーモニー楽市～フリーマーケット～　なかまハーモニーホール　（10:00 ～ 16:00）

18 月
19 火

20 水 ○ブックスタート　保健センター　（13:00 ～）
○自治会連合会総会　中央公民館　（13:30 ～）

21 木 ○第40回中間ゲートボール大会　太陽の広場　（9:00 ～）
22 金
23 土
24 日 ○ＤＶＤ上映会（子ども向け）　市民図書館　（14:00 ～）
25 月
26 火
27 水 ○市税などの夜間納付窓口の開設（28日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

28 木 ○セカンドブック　保健センター　（13:00 ～）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

29 金
30 土
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。


